
大項目 書くこと 

 

小項目 作文 

 

タイトル 

（教材名） 

作文メモを使って作文をしよう！（中級編） 

目的  

身につけてほし

い力 

・段落ごとに内容をしぼって文章を書く。 

・メモの内容を清書したり、清書した文章を朗読したりすることで、段落ごとの意

味のまとまりや文脈を理解する。 

教材の概要 
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・B4の原稿用紙を A4に縮小し、段落の文量に合わせて原稿用紙を切る。 

・切った原稿用紙を、「●」や「○」などの、段落ごとの指導者からの内容の提示

の後に貼る。 

・原稿用紙のマス目をパソコンで作成してもよい。 

教材の使用方法 

 

① 指導者は、段落ごとに書く内容をあらかじめ示す。 

② 児童生徒は、「●」から始まる段落は「 」の中の文章を書き写す（段落初めの

文章）。「○」から始まる段落では、児童生徒は書かれている内容を読み、文章

を考えて書く。 

③ 児童生徒は、内容を考えて書くことがむずかしい際は、各段落の「ヒント」に

書かれている文章を読み、書く内容を考える。 

④ 児童生徒は、すべての段落を書き終えたら、原稿用紙に清書をする（メモを順

番に書き写す）。その際、指導者は、児童生徒がメモに書いた文章のみを原稿用

紙に書き写すことを、児童生徒にあらかじめ伝えておく。 

 

その他 ・指導者は「●」や「○」の段落のルールをあらかじめ児童生徒に伝えておく。 

・発展した形として、「ヒント」の量を少なくする、「ヒント」をなくす、などが考

えられる。 

・接続詞の学習（逆接は「しかし」、添加は「そして」、説明は「なぜなら」、並列

は「また」など）を事前に行っておくと、児童生徒は文章の書き出しに迷うこと

が少なくなると考えられる。 

・あらかじめ、「いつ・どこで・誰が・何を・どのように」といった内容を書くこ

とを意識させる言葉かけや視覚による提示を行うことも有効である。 

・児童生徒は、指導者によって段落ごとにある程度指定された内容を書くことで、

「書けた！」という達成感が得られやすい。 

・原稿用紙への清書ができた後に、書いた文章を児童生徒本人が朗読することで、

文章の構成や段落ごとの意味のまとまりや文脈を聴覚情報によって感じること

ができる。 

・指導者が５Ｗ１Ｈなどの情報について聞くと、口頭で答えられる児童生徒の授業

において、何度も作文メモの学習を行うことで、項目（いつ、どこで、誰が、何

を、どのように、など）を整理して書く習慣がついた児童生徒の姿が見られた。 

 


